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社会科（歴史的分野）学習指導案
日 時 平成２６年１０月１５日（水）５校時

対象学級 ２年Ａ組（男子 14名、女子 13名、計 27名）
場 所 ２年Ａ組教室

授 業 者 教諭 千葉 早依子

１ 単元名 第４章 近世の日本 （新しい社会 歴史 東京書籍）

第３節 産業の発達と幕府政治の動き

２ 単元について

（１）教材観

本単元は１６世紀から１９世紀までの我が国の近世の特色を、世界の動きとの関連に着目して学習し

ていく。大きく四つのまとまりとなっており、一つ目が世界史的内容、二つ目が織豊政権、三つ目が江

戸幕府の成立とそのしくみ、そして、四つ目のまとまりが本節である。農業・諸産業の発達、都市の繁

栄と町人の台頭の一方で、幕府財政が苦しくなり幕政の改革が度々行われるが、基本的には立て直せな

かったこと、そして、幕藩体制の動揺に結びついていったこと、それは、新しい時代の到来を予感させ

る民衆のエネルギーの発露であることなどのまとまりである。

学習指導要領中学校社会科・歴史的分野の目標（４）には「身近な地域の歴史や具体的な事象の学習

を通して歴史に対する興味・関心を高め、様々な資料を活用して歴史的事象を多面的・多角的に考察し

公正に判断するとともに適切に表現する能力と態度を育てる」とある。本単元の本節については内容

（４）のエで「社会の変動や欧米諸国の接近、幕府の政治改革、新しい学問・思想の動きなどを通して、

幕府の政治が次第に行き詰まりをみせたことを理解させる」とあり、「内容の取扱い」（４）のエで「エ

の『幕府の政治改革』については、百姓一揆などに結びつく農村の変化や商業の発達などへの対応とい

う観点から、代表的な事例を取り上げるようにすること」とある。教科書に書かれている中央（江戸）

を中心とした歴史の流れだけではなく、生徒の生活の地である身近な地域の歴史と関わらせながら学習

を進めることが求められている。

江戸後期の南部藩は石高が１０万石から２０万石に加増されたが、藩の対外的財政支出の増大から藩

の経済が切迫していた。特に天保年間は冷害が相次ぎ、藩が経済に困って発行した「盛岡切手」（二年

間のみ流通）がインフレを招きますます藩政を混乱させた。そのような中で天保７年・８年には学区も

含まれる稗貫・和賀地域で大規模な百姓一揆が起こることになる。地域に実際に起きた百姓一揆の背景

に迫ることで、江戸後期の社会の変化を捉えさせたい。

（２）生徒観

男女ともに、意欲的に学習に臨んでいる。４人グループでの学習形態を取り入れて学習を進めている

ことで、グループ内での教えあいや話し合い活動も自然に行える雰囲気ができている。一方で、理解力

に差があり、理解の早い一部の生徒の直感的な挙手発言で授業が進んでしまう場面もある。

そこで、社会科としての問題解決的な学習展開の中で、提示する資料を吟味し、資料の共有化や学び

の視点を与えることで、学級内のすべての生徒が学びに参加できるように配慮したいと考えている。特

に歴史的分野では社会的事象の原因（「なぜ」そうなったのか）の考察に時間をかけ、記述させること

で生徒の思考を促したい。

本学級の生徒の社会科に対する意識は以下の通りであり、授業への満足度は高いといえる。

【本校１学期まなびフェストの結果より】

※達成率：「Ａ：はい」の割合＋「Ｂ：どちらかと言えば、はい」の割合の合計

① 授業の内容がよくわかりましたか、よくできるようになりましたか。

２年Ａ組 達成率 ９３％ ５段階評価 ４．４

② 授業への取り組みや学習態度は良かったですか。

２年Ａ組 達成率 ９６％ ５段階評価 ４．５

③ 積極的に発言や発表をしましたか。

２年Ａ組 達成率 ９３％ ５段階評価 ４．５
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（３）指導観

本単元・本節の学習を進めるにあたっては、まず、教科書及び資料集の資料を用いて、この時代の社
会の動きや歴史的事象の背景の全体像をつかませたい。その際、授業の中心となる場面では記述に時間
をとり、作業的な学習を通して問題解決を促したい。
江戸中期～後期には、幕府や諸藩の財政が困窮していくことにより幕政改革や藩政改革が行われる。

都市では打ちこわし、農村では百姓一揆が頻発し、外国船の接近もあり、幕藩体制の動揺に結びついて
いく。しかし、この一連の流れを教科書資料中心に扱うだけでは、生徒にとってはあまり実感をともな
ったものにならない。そこで、この時代の地域（南部藩）の歴史を取り扱うことで、より実感をともな
った理解につなげたいと考える。
学習指導要領中学校社会科・歴史的分野の内容（１）のイ「身近な地域の歴史を調べる活動を通して、

地域への関心を高め、地域の具体的な事柄とのかかわりの中で我が国の歴史を理解させるとともに、受
け継がれてきた伝統や文化への関心を高め、歴史の学び方を身に付けさせる」をうけて、「内容の取扱
い」（１）のイには「地域の特性に応じた時代を取り上げるようにするとともに、人々の生活や生活に
根ざした伝統や文化に着目した取扱いを工夫すること。その際、博物館、郷土資料館などの施設の活用
や地域の人々の協力も考慮すること」とある。南部藩は江戸後期に百姓一揆が最も多く起きた藩である。
また、天保８年の稗貫・和賀の百姓一揆は、藩境を越え、伊達領（仙台藩）に訴えを起こしたという南
部藩で起きた百姓一揆の中でも特に大規模なものであった。単元のまとめにあたり、当時の人々の暮ら
しの困窮、南部藩の財政悪化が稗貫・和賀の百姓一揆につながっていったことを、花巻市博物館や地域
の人材（稗貫・和賀の百姓一揆を語る会）の協力を得て収集した資料をもとに考えさせたい。江戸幕藩
体制の揺らぎを、身近な地域にも目を向け、南部藩を揺るがした民衆の立場からとらえさせることによ
って、より身近なものとしてとらえさせたい。

３ 本校の研究との関連

研究主題「主体的に学習に取り組む生徒の育成」

～学びあいを取り入れた授業改善の工夫～

授業における学びあい（小グループ活動）を中心に“分かる授業”を構築する。
① 活動の意欲化
・皆が取り組める作業的な学びを提示することで、グループで資料を共有し、全員が意欲的に意見を
出し合えるようにする。

② 資料活用
・資料を活用して仲間の考えと比較させることで、見方・考え方の違いに気づかせ、さらに考えが深
まるようにする。

③ 思考の言語化
・根拠に基づく解釈や、相手に分かるように説明する学習を続けることで、思考を言葉で表現する力
をつける。

④ 視点の明確化
・何のために、何をするのか、活動の視点（学びあう課題）を明確にすることで、活動後の評価・指
導につなげる。

４ 単元の指導目標

（１）近世の歴史的事象に対する関心を高め、意欲的に追究して、近世の特色を捉えようとする。
（２）近世の特色や歴史的事象について多面的・多角的に考察し、その過程や結果を適切に表現する。
（３）近世に関して収集した様々な資料から有用な情報を適切に選択して、読み取ったり図表などにまとめたりする。
（４）近世の特色などを世界の歴史を背景に理解し、その知識を身につける。

５ 単元の評価規準
【社会的事象への関心・意欲・態度】
・近世社会の基礎や幕藩体制の確立、幕府政治の行き詰まりなど、近世の歴史的事象に対する関心を高
め、意欲的に追究し、近世の特色を捉えようとしている。

【社会的な思考・判断・表現】
・近世の歴史的事象から課題を見いだし、近世の特色などを多面的・多角的に考察し、公正に判断して、
その過程や結果を適切に表現している。

【資料活用の技能】
・年表や歴史地図、映像など近世に関する様々な資料を収集し、有用な情報を適切に選択して、読み取
ったり図表などにまとめたりしている。

【社会的事象についての知識・理解】
・幕府と藩による支配が確立したこと、町人文化が都市を中心に形成されたこと、幕府の政治が次第に
行き詰まりをみせたことなどを理解し、その知識を身につけている。
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６ 指導計画と評価規準

時間 学習内容 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解

農業や諸産業 江戸時代の産業の様 産業・交通の発達に

の発達 子について関心を高 よって貨幣経済が進

め、意欲的にまとめ 展し、財力をつけた

１ ている。 町人の力が増してい

ったことを理解し、

その知識を身につけ

ている。

都市の繁栄と 江戸時代に都市が発 文学作品や「見返り

元禄文化 達した理由を、幕府 美人図」などから、

２ や藩の政治のしく 元禄文化の特色を読

み、物資の流通など み取っている。

から考察し、説明し

ている。

享保の改革と 幕府の政治改革の影響 「百姓一揆・打ちこ

社会の変化 について、幕府・諸藩 わしの発生件数」か

３ ・農民などの立場から ら社会の様子と変化

多面的・多角的に考察 を説明できるなど、

し、適切に表現してい グラフを活用してい

る。 る。

田沼の政治と 田沼意次の政治と松

寛政の改革 平定信の政治を比較

４ し、改革の目的につ

いて考察し、説明し

ている。

新しい学問と 国学と蘭学の発達や 「藩校と寺子屋の広

化政文化 化政文化の特色につ がり」をもとに全国

５ いて調べ、新しい学 に教育施設がつくら

問や文化が生まれた れていったことを読

背景を考察してい み取っている。

る。

外国船の出現 大塩平八郎が乱を起こ 外国船の接近とそれ

と天保の改革 した理由や天保の改革 に対する幕府の対応

の内容を調べ、幕府政 について、幕府に新

６ 治が行き詰まっていっ たな課題が生じたこ

たことについて考察 とを理解し、その知

し、その過程や結果を 識を身につけている。

説明している。

【地域の歴史】 農民の心情を考えるこ 資料から、百姓一揆

７ 百姓一揆を考 とで百姓一揆が起きた が起きた原因や背景

える 理由を考察し、適切に について読み取って

本時 表現している。 いる。

【深めよう】 アイヌ民族の尊重の 古代からの北海道や

アイヌ民族の ためにどうしたらよ アイヌ民族の歴史の

８ 歴史 いか、積極的に考え あらましを理解し、

ようとしている。 その知識を身につけ

ている。

９ 章のまとめ
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７ 本時の指導

（１）本時の目標

・江戸後期に南部藩（稗貫・和賀）で百姓一揆が起きていたことを資料から読み取ることができる。

【資料活用の技能】

・南部藩（稗貫・和賀）で百姓一揆が起きた原因（自然災害、藩財政の悪化）を、資料から読み取り、

百姓一揆を起こさずにいられなかった農民の心情を考えることができる。 【思考・判断・表現】

（２）展開案

段階 学習活動 ・留意点 ◇評価 言語活動 学習形態

１．本時の方向性をつかむ ・資料（自主教材）を音読させる。 音読 ４人Ｇ

・知っている地名を○で囲ませることで、

導 身近なところで起こったことを捉えさせ

意欲化につなげる。

２．学習課題を設定する ・提示資料から何が分かるか発表させる。 ４人Ｇ

（例）

・南部藩で百姓一揆の発生件数が多い

・稗貫・和賀で特に多く発生している

・資料の藩名を隠して提示し、南部藩は

入 何番目に多かったのか当てさせることで、

南部藩で百姓一揆が最も多く起きたこと

10 分 を印象づけたい。

稗貫・和賀の農民はなぜ百姓一揆を起こさなければならなかった

のだろう。

３．予想する ・どんな資料があると解決できそうか、

考えさせる。

(例）当時のききんの発生件数

展 年貢（農民の負担）

南部藩の財政状態が分かる資料

南部藩の政策が分かる資料

４．南部藩（稗貫・和賀）で百 ①自然災害（ききん） 考察 一斉

姓一揆が起きた原因や背景を ・共通資料をもとに、当時のききんの深

読み取る 刻さを読みとらせる。

天保４年のききんでは７月末に霜が降

りるほどの冷害になったこと

②南部藩財政の悪化。 話し合い ４人Ｇ

・資料を配布し、そこから読み取れるこ

とをミニホワイトボードにまとめ、黒板 記述

に掲示させる。

◇グループで協力して資料を読み取

り、原因や背景を考えることができ

たか。

・加増による軍役の倍増

・藩札（盛岡切手）の発行

・蝦夷地出兵

・過酷な臨時税（重税）

開

５．一揆の全容をとらえる ・自作資料から、一揆の要求書の内容、 一斉

一揆の結末について確認する。

・絵地図をもとに一揆軍が通った（結集

した）ルートを全体で確認する。
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６．訴えの内容をまとめる ・一揆の指導者になったつもりで、仙台 記述 ４人Ｇ

藩へ訴えた内容をセリフで考える。

展 ◇農民の心情を考えてセリフを考える

ことができたか。

・生活の困窮が分かるか。

・自然災害や南部藩財政について触れ

ているか。

（例）度重なるききんのため、私たち百姓は

米が取れなくて困っています。しかし、

南部藩はもっと米を出せといいます。私

たちの手元に残っている米はありません。

開 仙台藩の御役人様、私たちを助けてくだ

さい。

７．交流する ・１～２グループに前に出て実演しても 発表 一斉

35 分 らう。

８．学習の振り返り ・課題に対するまとめと、本時の学習で 記述 個人

感じたことを自分のことばでまとめさせ

終 る。（課題についてのまとめ・地域の歴史

への自分の思い）

・江戸後期（天保年間）の南部藩は

度重なるききんと、藩財政の悪化に

よって困窮していたため、農民の負

担はますます大きくなり、生活が苦

しくなって、一揆を起こさなければ

ならなかった。

末 ・笹間（太田）の人が一揆に参加し

ていたなんて知らなかった。当時の

人たちは大変だったなあと思った。

５分 農民の力ってすごいなあ。


